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国内消費が悪化 日経DI、3四半期ぶり低下

日経新聞

日本経済新聞社が四半期ごとにまとめる消費関連企業の景況感を示した「日経消費DI」は、4月の業況判

断指数がマイナス44となり、1月の前回調査から7ポイント低下した。業況判断の悪化は3四半期ぶり。食品

や日用品など生活必需品の相次ぐ値上げを受け消費マインドが再び冷え込んでいる。

業況判断DIは「良い」と答えた割合から「悪い」と答えた割合を引いた値。業種別では14業種中、百貨店

や外食など7業種で業況判断が前回調査から悪化した。

商品・サービスの価格について、「上昇」しているとした回答から「低下」を引いた価格DIはプラス25と

前回調査から13㌽上昇した。指数自体は消費税率が5%から8%に引き上げられた2014年4月の調査などに並

ぶ過去最高の水準だった。
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JERA、LNGで中国進出検討 北京に現地法人

日経新聞

東京電力ホールディングスと中部電力が折半出資するJERAは液化天然ガス（LNG）事業で中国への進出を

検討する。このほど、北京に現地法人を設立した。LNG受け入れ基地の整備やLNGトレーディング事業につ

いて市場調査を進める。経済成⾧でエネルギー需要が高まる中国の需要を取り込む。

数人の社員を配置し、2022年度から本格的に稼働する。21年の中国の年間LNG輸入量は約8000万トンで、前

年比2割伸びた。7500万トン程度の日本を逆転し、世界最大のLNG輸入国となったもようだ。

JERAはLNGの調達から製造、天然ガスを燃料とした発電事業まで手掛けている。年間LNG取扱量は4000万ト

ンで、年間輸入量は国内全体の4割を占める。LNGのトレーディングはシンガポールなどを拠点に手掛けて

いる。

中国でLNG事業を展開することで、日本でLNGが不足した場合に余剰在庫を中国から運ぶなど、日本のエネ

ルギー供給を安定させられる可能性もある。ウクライナ情勢や中国の地政学リスクなどを見極めながら判

断する。
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